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次
の
文
章
を
読
み
、「
近
年
に
お
け
る
わ
が
国
の
人
口
減
少
の
特
徴
」
に
つ
い
て
要
約
し
な
さ
い
。
次
に
、
地
方
で
（
自
然
減
に
社
会
減
が
加
わ
っ
て
）
生
じ
て
い
る
急
激
な

人
口
減
少
が
、
わ
が
国
の
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
（
食
糧
の
生
産
や
加
工
、
流
通
、
消
費
な
ど
）
に
及
ぼ
す
負
の
影
響
に
つ
い
て
考
察
し
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
に
対
す
る
解
決
策
を
、

自
由
に
提
案
し
な
さ
い
。
文
字
数
は
、
要
約
、
考
察
、
解
決
策
を
あ
わ
せ
て
八
〇
〇
字
程
度
と
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

　

総
務
省
は
24
日
、
住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
今
年
1
月
1
日
現
在
の
国
内
の
人
口
を
発
表
し
た
。
日
本
人
は
1
億
２
１
５
６
万
１
８
０
１
人
で
、
前
年
か
ら
86
万
１
２
３
７
人

（
0
・
70
％
）
減
っ
た
。
ピ
ー
ク
の
２
０
０
９
年
か
ら
15
年
連
続
の
減
少
で
、
数
、
割
合
と
も
に
過
去
最
大
の
減
少
幅
と
な
っ
た
。

　

日
本
人
の
出
生
者
数
は
72
万
９
３
６
７
人
で
過
去
最
少
を
更
新
し
、
死
亡
者
数
は
過
去
最
多
の
１
５
７
万
９
７
２
７
人
だ
っ
た
。
出
生
数
が
死
亡
数
を
下
回
る
「
自
然
減
」
は

85
万
３
６
０
人
と
16
年
連
続
で
拡
大
し
た
。

　

日
本
人
の
人
口
を
都
道
府
県
別
で
見
る
と
、
東
京
都
が
前
年
比
０
・
03
％
増
と
３
年
ぶ
り
に
増
加
し
た
が
、
他
の
46
道
府
県
で
は
減
っ
た
。
減
少
率
は
秋
田
県
の
１
・
83
％
が

最
大
で
、
青
森
県
１
・
72
％
、
岩
手
県
１
・
61
％
が
続
い
た
。

　

転
入
者
数
が
転
出
者
数
を
上
回
る
「
社
会
増
」
と
な
っ
た
の
は
6
都
府
県
で
、
東
京
都
（
5
万
５
１
６
７
人
）
に
次
い
で
神
奈
川
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
大
阪
府
、
福
岡
県

の
順
だ
っ
た
。

　

一
方
、
外
国
人
の
人
口
は
３
３
２
万
３
３
７
４
人
と
、
過
去
最
多
を
更
新
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
は
一
時
的
に
減
少
し
た
も
の
の
、
昨
年
か
ら
再
び
増
加
に
転
じ
、

国
外
か
ら
の
転
入
者
数
は
60
万
５
８
６
３
人
と
最
多
だ
っ
た
。

　

日
本
人
と
外
国
人
を
合
わ
せ
た
総
人
口
は
1
億
２
４
８
８
万
５
１
７
５
人
で
、
前
年
か
ら
53
万
１
７
０
２
人
（
０
・
42
％
）
の
減
少
と
な
っ
た
。
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